
第
４
４
回
県
労
福
協
定
時
総
会 

 

～
福
祉
は
ひ
と
つ
～ 

           

６
月
２
１
日
（
水
）
新
潟
東
映
ホ
テ
ル

に
お
い
て
、
県
労
福
協
第
４
４
回
定
時
総

会
が
開
催
さ
れ
、
会
員
団
体
・
役
職
員
の

９
６
名
が
参
加
し
た
。 

理
事
長
挨
拶
の
要
旨
。 

 

『
私
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
激
甚

化
・
頻
発
化
す
る
自
然
災
害
を
は
じ
め
、

生
活
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
、
そ
し
て
浮

き
彫
り
と
な
っ
た
社
会
的
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ

ッ
ト
の
脆
弱
性
や
深
刻
化
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
格
差
が
、
今
な
お
社
会
に
大
き
な
痛
み

を
与
え
て
い
る
。 

私
た
ち
働
く
者
・
生
活
者
の
環
境
は
、

昨
年
来
の
物
価
高
騰
、
と
く
に
家
庭
で
消 

費
す
る
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
の
値
動
き
は
い

ち
じ
る
し
く
、
２
０
２
２
年
度
の
全
国
の

消
費
者
物
価
指
数
は
、
１
９
８
１
年
度
以

来
、
４
１
年
ぶ
り
の
歴
史
的
な
上
昇
幅
と

な
っ
た
。
物
価
上
昇
は
今
後
も
続
く
見
込

み
で
、
昨
年
・
今
年
の
大
幅
な
賃
上
げ
も

追
い
つ
か
な
い
ど
こ
ろ
か
、
年
金
や
健
康

保
険
料
な
ど
の
社
会
保
障
制
度
に
つ
い
て

も
改
悪
が
続
け
ら
れ
、
ま
す
ま
す
厳
し
さ

を
増
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。 

一
方
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
は
一
年
を
経
過
し
て
も
解
決
の
糸
口
が

見
つ
か
ら
ず
、
更
な
る
長
期
化
が
懸
念
さ

れ
る
。
改
め
て
、
民
主
主
義
、
平
和
や
人

権
と
い
っ
た
普
遍
的
な
価
値
観
が
い
か
に

重
要
か
を
、
一
人
ひ
と
り
が
考
え
な
く
て

は
な
ら
な
い
。 

新
潟
県
労
福
協
は
、
本
日
の
総
会
で
、

活
動
の
基
本
で
あ
る
、
勤
労
者
が
安
心
・

安
全
に
暮
ら
せ
る
生
涯
福
祉
社
会
の
実
現

に
向
け
、
労
働
団
体
・
労
働
者
福
祉
事
業

団
体
等
と
連
携
し
活
動
を
推
進
す
る
こ
と

で
あ
り
、
労
福
協
の
理
念
で
あ
る
「
す
べ

て
の
働
く
人
の
幸
せ
と
豊
か
さ
を
め
ざ
し

て
、
連
帯
・
協
同
で
つ
く
る
安
心
・
共
生

の
福
祉
社
会
」
を
め
ざ
す
と
と
も
に
、
県

民
の
生
活
向
上
に
向
け
た
政
策
提
言
な
ど

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
会
員
団
体
を
中
心

と
し
て
、
行
政
や
様
々
な
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
市
民

活
動
団
体
と
の
連
携
・
共
同
を
強
化
し
、

労
働
者
自
主
福
祉
運
動
を
力
強
く
推
進
し

て
い
く
。 

笑
顔
あ
ふ
れ
る
未
来
を
つ
く
る
た
め
、

今
こ
そ
心
を
ひ
と
つ
に
、
分
断
か
ら
連
帯

の
社
会
へ
、
支
え
合
い
・
助
け
合
い
と
共

生
の
社
会
の
実
現
に
向
け
、
誰
一
人
取
り

残
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
社
会
、
一
人
ひ
と

り
が
尊
重
さ
れ
る
多
様
性
を
認
め
合
う
社

会
を
め
ざ
し
、
連
合
新
潟
・
新
潟
県
労
働

金
庫
・
こ
く
み
ん
共
済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
な
ど
会

員
団
体
と
連
携
し
、
し
っ
か
り
と
し
た
取

り
組
み
を
行
う
。』 

総
会
で
は
、
２
０
２
２
年
度
の
事
業
報

告
、
２
０
２
３
年
度
事
業
計
画
、
２
０
２

３
年
度
収
支
予
算
報
告
を
行
い
、
事
業
計

画
の
補
足
意
見
と
し
て
、
高
見
代
議
員

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ー
ド
バ
ン
ク
に
い
が

た
）
か
ら
、「
６
月
末
に
予
定
し
て
い
る
、

総
会
に
お
い
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ー
ド
バ

ン
ク
に
い
が
た
が
、
発
展
的
に
解
散
す
る

予
定
で
あ
る
」
こ
と
の
現
状
説
明
が
あ
っ

た
。
今
後
は
、
解
散
の
決
定
が
な
さ
れ
れ

ば
、
各
地
域
に
お
け
る
フ
ー
ド
バ
ン
ク
と

の
連
携
強
化
を
、
地
区
労
福
協
を
中
心
に

進
め
る
こ
と
を
確
認
し
た
。 

第
１
号
議
案
「
２
０
２
２
年
度
の
決
算

報
告
な
ら
び
に
監
査
報
告
に
関
す
る
件
」、

第
２
号
議
案
第
「
役
員
改
選
に
関
す
る

件
」
に
つ
い
て
、
全
て
満
場
一
致
で
承
認

さ
れ
た
。 

    

【
退
任
役
員
】（
敬
称
略
） 

専
務
理
事 

間 
 

英
輔 

労
福
協 

理 
 

事 

小
熊 

 

勇 

交
通
労
連 

理 
 

事 

川
﨑 

 

晃 

新
潟
地
区 

監 
 

事 

玉
木 

 

豊 

こ
く
み
ん
共
済 

        

【
新
役
員
（
２
０
２
３
～
２
０
２
４
年
度
）】 

理 

事 

長 

牧
野 

茂
夫 

連
合
新
潟 

副
理
事
長 

齋
藤 

敏
明 

労
働
金
庫 

副
理
事
長 

小
野
塚 

豊 

こ
く
み
ん
共
済 

専
務
理
事 

石
本 

伸
二 

Ｊ
Ｐ
労
組 

理    

事 

登
坂 

崇
規 

自 

治 

労 

理    

事 

飛
田 

博
之 

Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン 

理    

事  

山
崎 

雅
彦 

電
機
連
合 

理 
 

事 

藤
田 

隆
則 

情
報
労
連 

理 
 

事 

小
林 

俊
夫 

連
合
新
潟 

 

理 
 

事 

鶴
巻 

洋
介 

労
働
金
庫 

理 
 

事 

佐
藤 

 

浩 

こ
く
み
ん
共
済 

理 
 

事 

眞
田 

 

守 

退
職
者
連
合 

 

理 
 

事 

中
川 

 

亨 

ろ
う
き
ん
財
団 



理 
 

事 

小
林 

佳
代 

県
生
協
連 

理 
 

事 

川
原 

隆
哲 

ワ
ー
カ
ー
ズ 

理  
 

事 

高
見 

 

優 

さ
さ
え
あ
い 

理 
 

事 

山
際 

輝
久 

新
潟
地
区 

理 
 

事 
矢
島 

良
彦 

長
岡
地
区 

理 
 

事 

笹
井 
智
規 

柏
崎
地
区 

監 
 

事 

桑
原 

典
子 

連
合
新
潟 

監 
 

事 

長
谷
川
建
雄 
労
働
金
庫 

※ 

太
字
は
新
任 

                  

特
別
講
演
会 

「
日
本
社
会
・
経
済
・
平
和
問
題
」 

青
木
理
氏
（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）
と
牧

野
理
事
長
、
齋
藤
副
理
事
長
、
小
野
塚
副

理
事
長
に
よ
る
対
談
形
式
で
の
講
演
会
。 

 

青
木
氏
発
言
の
要
旨 

ほ
と
ん
ど
議
論
の
な
い
ま
ま
に
防
衛
費

増
額
と
敵
基
地
攻
撃
能
力
を
認
め
、
軍
事

費
世
界
３
位
の
軍
事
国
家
に
踏
み
出
す
き 

っ
か
け
と
な
っ
た
国
会
の
異
常
さ
を
指

摘
、
ま
た
少
子
化
、
労
働
人
口
激
減
の
中

で
の
難
民
入
管
法
改
正
の
矛
盾
、
性
的
少

数
者
の
基
本
的
人
権
す
ら
守
ら
な
いLGBT

法
案
に
も
言
及
、
政
治
力
量
の
衰
え
を
具

体
的
に
解
説
し
た
。 

一
方
、
韓
国
ろ
う
そ
く
革
命
、「
日
本
人

は
自
分
た
ち
の
力
で
民
主
主
義
を
勝
ち
取

っ
た
も
の
で
は
な
い
（
故
金
大
中
氏
談
）

を
例
に
、
政
権
交
代
が
起
き
な
い
弊
害
、

声
を
上
げ
れ
ば
世
の
中
が
変
わ
る
成
功
体

験
、
政
権
奪
取
の
必
要
性
を
説
い
た
。 

自
民
党
と
公
明
党
は
４
半
世
紀
連
立
を

組
ん
で
い
る
。
ま
さ
に
「
自
民
・
公
明

党
」
で
あ
る
。
権
力
を
奪
う
た
め
に
野
党

が
結
集
す
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。「
立

憲
・
共
産
党
」
の
ど
こ
が
悪
い
の
か
、
考

え
る
べ
き
で
あ
る
。 

ま
た
醜
悪
な
笑
み
で
解
散
風
を
も
て
あ

そ
び
サ
ミ
ッ
ト
を
自
身
の
選
挙
区
で
開
催

す
る
な
ど
岸
田
首
相
の
節
操
の
無
さ
、
安

倍
政
権
以
降
の
根
腐
れ
政
治
を
批
判
、
防

衛
、
原
発
回
帰
な
ど
大
儀
を
示
し
て
こ
そ

の
選
挙
の
必
要
を
訴
え
た
。 

そ
し
て
新
潟
も
舞
台
と
な
っ
た
拉
致
問

題
に
も
言
及
、
２
０
０
２
年
の
日
朝
小
泉-

金
会
談
開
催
に
尽
力
し
た
田
中
均
元
外
務

審
議
官
取
材
裏
話
～
北
朝
鮮
に
は
国
交
回

復
正
常
化
、
戦
後
補
償
に
繋
げ
る
大
き
な

期
待
が
あ
っ
た
～
も
披
露
し
た
。 

最
後
は
「
沖
縄
」
に
も
言
及
、
矛
盾
や

犠
牲
は
す
べ
て
「
周
辺
部
」
に
押
し
付

け
、
甘
い
果
実
を
喰
い
し
ゃ
ぶ
る
「
本

土
」
の
本
性
を
冷
静
に
語
っ
た
。 

                

                     


